
歌舞伎の資料と上演の実際

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-08-09

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 河合, 眞澄

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24729/00005319URL



歌
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の
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八

歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際

河
　
合
　
眞
澄

　
本
稿
は
、
二
〇
〇
二
年
十
月
五
日
に
大
阪
女
子
大
学
に
お
い
て
開
催
し
た
公
開

講
演
「
歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際
」
の
内
容
報
告
で
あ
り
、
一
部
を
改
訂
し

た
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
か
ら
第
四
章
は
、
『
国
語
国
文
』
日
野
龍
夫
教
授
退
官

記
念
号
（
二
〇
〇
三
年
二
月
刊
行
予
定
）
に
掲
載
予
定
の
拙
稿
「
台
帳
と
上
演
の

実
際
1
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
の
場
合
1
」
の
内
容
と
重
複
す
る
部
分
が
多
く
、

ま
た
、
第
五
章
も
既
発
表
の
拙
稿
（
「
歌
舞
伎
の
演
出
－
読
本
か
ら
の
推
測
一
」

演
劇
研
究
会
会
報
第
1
2
号
）
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し

て
お
く
。

一
、
歌
舞
伎
の
上
演
関
係
資
料

　
近
世
の
歌
舞
伎
研
究
に
欠
か
せ
な
い
上
演
関
係
資
料
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

〔
台
帳
〕

　
写
本
の
脚
本
で
あ
る
。
出
演
す
る
役
者
に
は
、
書
抜
と
呼
ば
れ
る
本
人
の
部
分

だ
け
の
せ
り
ふ
の
抜
書
き
が
渡
さ
れ
る
た
め
、
全
体
を
収
録
し
た
台
帳
の
数
は
少

な
い
。
本
来
は
芝
居
関
係
者
の
問
で
の
み
閲
覧
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
需
要
に

応
じ
て
貸
本
屋
が
書
写
さ
せ
た
も
の
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
ト
書
き
と
せ
り
ふ
で
構
成
さ
れ
、
現
在
の
戯
曲
の
形
式
の
元
と
な
っ
て
い
る
が
、

せ
り
ふ
の
頭
書
は
役
名
で
は
な
く
役
者
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の

歌
舞
伎
役
者
は
一
年
契
約
で
、
一
年
間
は
原
則
と
し
て
同
じ
座
組
で
上
演
し
、
座

付
作
者
が
各
役
者
の
個
性
に
合
わ
せ
て
劇
作
を
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
歌
舞

伎
で
は
「
○
○
実
は
×
×
」
と
い
う
設
定
が
頻
用
さ
れ
る
た
め
、
役
名
で
表
記
し

た
場
合
、
せ
り
ふ
の
話
者
が
混
乱
す
る
こ
と
も
、
頭
書
に
役
者
名
が
用
い
ら
れ
る

理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

〔
絵
入
狂
言
本
〕

　
版
本
の
あ
ら
す
じ
本
で
あ
る
。
省
略
し
て
単
に
狂
言
本
と
も
い
う
。
上
演
さ
れ

た
歌
舞
伎
狂
言
の
人
気
に
応
え
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
版
木
を
流
用
し
た

後
刻
や
異
版
が
存
在
す
る
も
の
も
多
い
。
通
常
の
並
本
と
内
容
の
詳
し
い
上
本
の



二
種
が
あ
り
、
上
本
は
特
に
評
判
と
な
っ
た
狂
言
の
場
合
に
、
並
本
に
加
え
て
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
、
数
が
少
な
い
。

　
「
絵
入
」
の
名
称
か
ら
わ
か
る
通
り
、
挿
絵
が
入
っ
て
い
る
が
、
刊
行
年
代
に

よ
り
全
体
の
中
で
の
挿
絵
の
分
量
は
異
な
る
。
元
禄
頃
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
近

世
中
期
に
は
刊
行
が
絶
え
た
。

〔
狂
言
読
本
〕

　
版
本
の
読
み
物
で
あ
る
。
絵
入
狂
言
本
と
同
じ
く
狂
言
の
人
気
に
応
え
て
出
版

さ
れ
た
が
、
安
永
頃
に
数
点
刊
行
さ
れ
た
の
み
の
特
殊
な
資
料
で
あ
る
。

　
絵
入
狂
言
本
よ
り
は
内
容
が
詳
し
く
、
狂
言
の
内
容
を
一
つ
の
物
語
と
し
て
書

い
て
い
る
絵
入
狂
言
本
に
対
し
て
、
こ
れ
は
一
つ
の
芝
居
と
し
て
書
い
て
い
る
。

し
か
し
、
読
み
物
と
し
て
の
内
容
を
貫
い
て
い
て
、
完
全
な
脚
本
で
あ
る
絵
入
根

本
と
も
異
な
る
。

〔
絵
入
根
本
〕

　
版
本
の
脚
本
で
あ
る
。
絵
入
狂
言
本
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
な
形
で
、
近
世
中
期

以
後
刊
行
さ
れ
た
。
人
気
狂
言
の
台
帳
を
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
狂

言
の
記
録
で
は
な
く
、
仮
想
配
役
が
多
い
。
版
木
を
流
用
し
た
後
刻
本
が
多
い
こ

と
も
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
役
者
似
顔
で
描
か
れ
た
口
絵
・
挿
絵
が
あ
り
、
絵
に
か
な
り
の
比
重
が
掛
か
っ

て
い
る
。
台
帳
の
よ
う
に
特
定
の
興
行
を
意
識
し
た
資
料
で
は
な
い
た
め
、
せ
り

ふ
の
頭
書
は
役
名
で
書
か
れ
て
い
る
。

歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際

〔
辻
番
付
〕

　
宣
伝
用
の
刷
り
物
で
、
興
行
の
予
告
に
用
い
ら
れ
、
現
在
の
公
演
ポ
ス
タ
ー
に

相
当
す
る
役
割
を
果
た
す
。
狂
言
名
題
や
配
役
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
役
割
番
付
〕

　
役
人
替
名
付
と
呼
ば
れ
る
配
役
表
の
刷
り
物
。
興
行
年
次
や
狂
言
名
題
を
収
載

す
る
。
江
戸
と
上
方
で
は
か
な
り
形
式
が
異
な
っ
て
い
る
。
評
判
と
な
っ
た
場
合

に
限
ら
ず
、
各
興
行
に
つ
い
て
洩
れ
な
く
作
ら
れ
る
た
め
、
連
続
し
た
興
行
記
録

と
な
る
。

〔
息
づ
く
し
（
絵
本
番
付
）
〕

　
絵
に
よ
る
あ
ら
す
じ
本
の
刷
り
物
。
絵
入
狂
言
本
や
絵
入
根
本
と
同
じ
く
、
人

気
狂
言
の
場
合
に
刊
行
さ
れ
る
。
全
体
が
絵
で
綴
ら
れ
、
そ
の
中
に
少
量
の
詞
書

が
説
明
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。

〔
役
者
評
判
記
〕

　
役
者
の
演
じ
た
役
な
ど
の
評
を
収
載
す
る
定
期
刊
行
物
。
原
則
と
し
て
毎
年
顔

見
世
と
二
の
替
り
に
つ
い
て
、
正
月
と
三
月
頃
京
・
江
戸
・
大
坂
の
三
都
の
芝
居

を
三
巻
三
冊
で
出
版
す
る
。
元
禄
期
か
ら
明
治
期
ま
で
刊
行
が
続
い
た
。

　
目
次
に
当
る
目
録
、
短
編
小
説
に
な
っ
て
い
る
開
口
部
、
役
者
の
置
文
か
ら
構

成
さ
れ
、
実
際
の
上
演
状
況
や
役
者
の
位
付
、
役
者
の
移
動
状
況
な
ど
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

九



歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際

〔
そ
の
他
〕

　
以
上
の
よ
う
な
直
接
資
料
以
外
に
、
劇
書
、
小
説
、
絵
画
な
ど
の
間
接
資
料
が

あ
る
。

　
罫
書
は
右
掲
の
資
料
に
分
類
さ
れ
な
い
演
劇
関
係
の
書
物
を
指
し
、
役
者
の
一

代
記
や
日
記
・
随
筆
な
ど
、
内
容
は
広
範
に
渉
っ
て
い
る
。

　
浮
世
草
子
や
読
本
な
ど
の
小
説
に
は
、
演
劇
を
反
映
し
た
内
容
が
多
く
見
ら
れ
、

参
考
と
な
る
。
虚
構
性
を
割
り
引
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
情
報
量
は

大
き
い
。

　
浮
世
絵
な
ど
に
描
か
れ
た
芝
居
の
艶
紅
も
、
現
在
注
目
を
集
め
て
い
る
資
料
で

あ
る
。

　
　
二
、
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
の
上
演
関
係
資
料

　
安
永
五
年
十
二
月
二
日
よ
り
、
大
坂
、
中
の
芝
居
嵐
七
三
郎
座
の
二
の
替
り
と

し
て
初
演
さ
れ
た
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
に
は
、
各
種
の
上
演
関
係
資
料
が
揃
っ

て
い
る
。
そ
の
資
料
の
成
立
時
期
は
、
以
下
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
。

A
、
役
割
番
付

　
「
来
ル
極
月
二
日
よ
り
二
の
替
り
良
き
や
う
げ
ん
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
安
永

五
年
十
二
月
二
日
よ
り
前
に
出
さ
れ
て
い
る
。

B
、
台
帳

　
初
日
以
前
に
お
よ
そ
の
完
成
を
見
て
い
る
。

一
〇

C
、
狂
言
読
本

　
「
安
永
六
年
酉
正
月
吉
日
」
と
の
刊
記
に
よ
り
、
安
永
六
年
正
月
の
刊
行
で
あ

る
。

　
な
お
、
こ
の
資
料
に
は
「
此
度
大
坂
道
頓
堀
芝
居
嵐
七
三
新
座
二
の
替
新
狂
言

繁
盛
致
ま
す
に
付
　
居
な
が
ら
御
見
物
被
遊
候
通
に
仕
立
　
平
か
な
読
本
に
仕
候

間
　
御
求
御
覧
奉
置
上
候
」
と
い
う
断
り
書
き
が
あ
り
、
上
演
の
好
評
を
承
け
て

の
出
版
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

D
、
絵
づ
く
し

　
通
例
、
上
演
の
好
評
を
期
し
て
刊
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
安
永
六
年
正
月
頃

の
出
版
で
あ
ろ
う
。

E
、
役
者
評
判
記
（
『
役
者
花
の
会
』
大
坂
之
巻
）

　
「
安
永
六
ツ
の
と
し
桃
の
日
」
と
刊
記
に
あ
り
、
安
永
六
年
三
月
の
刊
行
で
あ

る
。F

、
役
者
評
判
記
（
『
役
者
花
の
会
』
京
之
巻
）

　
「
安
永
六
年
酉
三
月
吉
日
」
と
刊
記
に
あ
り
、
安
永
六
年
三
月
の
刊
行
で
あ
る
。

　
こ
の
中
に
は
、
「
当
二
の
か
は
り
は
大
坂
中
の
芝
居
嵐
七
三
郎
座
狂
言
伊
賀
越

乗
掛
合
羽
の
通
に
て
　
道
行
と
般
若
坂
の
場
は
ち
が
へ
共
　
其
外
は
い
が
越
の
通

を
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
と
外
題
を
か
へ
　
正
月
卦
日
よ
り
初
日
」
と
い
う
記
述

が
見
え
る
。
「
当
二
の
か
は
り
」
と
は
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
を
い
う
が
、
こ
の

記
述
に
よ
り
、
京
都
で
上
演
さ
れ
た
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
は
『
伊
賀
越
乗
掛
合



羽
』
と
同
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

G
、
浄
瑠
璃
正
本

　
同
題
の
浄
瑠
璃
正
本
に
は
、
「
安
永
六
年
溶
出
三
月
汁
六
日
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
安
永
六
年
三
月
の
刊
行
で
あ
る
。

　
　
三
、
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
上
演
の
実
際

　
前
記
の
資
料
の
内
、
C
の
狂
言
読
本
、
D
の
絵
づ
く
し
、
E
の
役
者
評
判
記

（『

�
ﾒ
花
の
会
』
大
坂
之
巻
）
は
、
い
ず
れ
も
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
の
初
演
の

好
評
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
上
演
の
直
接
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
F
の
役
者
評
判
記

（『

�
ﾒ
花
の
会
』
京
之
巻
）
は
京
都
に
お
け
る
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
と
同
内
容

の
狂
言
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
の
上
演
実
態
を
収
載
し
て
お
り
、
G
の
浄
瑠
璃
正

本
も
歌
舞
伎
の
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
か
ら
移
入
し
た
作
で
あ
っ
て
、
『
伊
賀
越

乗
掛
合
羽
』
上
演
の
間
接
資
料
で
あ
る
。

　
上
演
以
前
に
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
筈
の
B
の
台
帳
と
、
右
記
の
上
演
の
実
際
を

取
り
込
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
資
料
を
突
き
合
わ
せ
、
そ
の
内
容
の
異
同
を
確
認

す
る
。
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
、
原
本
の
表
記
は
適
宜
改
め
、
台
帳
の
役
者
名

の
下
に
は
太
字
で
役
名
を
補
い
、
（
）
を
付
し
た
。
B
か
ら
G
の
記
号
は
、
前

章
と
対
応
す
る
。
場
面
の
呼
称
は
狂
言
読
本
に
従
っ
た
。

〈
二
つ
目
、
渡
辺
行
家
屋
敷
〉

ア
、
B
、
　
　
ト
為
十
郎
（
又
五
郎
）
立
て
松
の
木
の
前
へ
行
。
刀
を
抜
き
振
り
上
げ
、

　
　
　
　
　
　
下
弓
り
の
手
に
持
ち
直
し
、
一
打
に
は
す
に
松
の
枝
と
幹
を
切
、
刀
を
納

　
　
　
　
　
　
め
、
松
の
枝
を
文
五
郎
（
行
家
）
が
鼻
の
先
へ
突
付
る
。

　
　
　
　
為
（
又
五
郎
）
　
左
の
手
で
此
通
り
に
は
す
に
切
で
落
し
た
手
の
内
、

　
　
　
　
何
と
肝
が
潰
り
や
う
が
。

　
　
　
　
文
五
（
行
家
）
　
見
事
く
、
天
晴
手
の
内
。

　
　
　
　
　
ト
文
五
郎
（
行
家
）
又
松
の
許
へ
行
、
刀
を
抜
き
、
む
ね
打
に
て
松
の
枝

　
　
　
　
　
　
を
切
落
す
。

　
　
C
、
又
五
郎
は
刀
を
抜
い
て
、
松
の
木
を
は
す
に
切
落
し
、
「
た
ず
一
刀
に
。

　
　
　
　
此
手
の
内
を
見
ら
れ
よ
。
」
と
差
出
す
。
行
家
は
又
松
の
木
を
刀
の
む

　
　
　
　
ね
に
て
小
口
切
に
し
て
見
せ
て
、

　
　
D
、
〈
記
述
ナ
シ
＞

　
　
E
、
刀
の
む
ね
に
て
松
の
木
を
は
す
に
切
で
見
せ
て
、
〔
嵐
文
五
郎
評
〕

　
沢
井
又
五
郎
が
松
の
木
を
斜
め
に
一
刀
両
断
し
て
自
ら
の
手
練
を
誇
る
が
、
渡

辺
行
家
は
刀
背
で
松
の
木
を
切
り
、
又
五
郎
を
嘲
る
場
面
で
あ
る
。
狂
言
読
本
に

こ
の
部
分
が
書
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
渡
辺
行
家
役
の
嵐
文
五
郎
の
評
判
に
、
行
家

が
松
の
木
を
刀
背
打
に
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
松
の
枝
を
切
る

又
五
郎
と
行
家
の
技
く
ら
べ
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際



歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際

イ
、
B
、
　
　
ト
…
与
十
郎
（
又
五
郎
）
色
く
思
ひ
聾
し
て
、
橋
の
板
を
切
抜
く
。
板

　
　
　
　
　
　
　
を
踏
み
落
し
、
又
歩
行
て
み
た
り
、
色
く
思
ひ
入
電
。
…
文
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
行
家
）
橋
を
渡
り
、
片
足
踏
ん
ご
む
。
為
十
郎
（
又
五
郎
）
切
付
る
。

　
　
　
　
　
　
橋
の
下
よ
り
、
滝
五
郎
（
仙
右
衛
門
）
羽
織
を
被
き
な
が
ら
文
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
行
家
）
が
足
を
捉
へ
居
る
。
為
十
郎
（
又
五
郎
）
又
良
く
思
ひ
入
。

　
　
　
　
為
（
又
五
郎
）
　
正
宗
と
い
ふ
物
は
，
良
ふ
切
れ
る
物
じ
ゃ
わ
や
い
。

　
　
　
　
　
　
ト
ぐ
し
ゃ
く
突
く
。

　
　
C
、
又
五
郎
は
廊
下
の
真
中
切
抜
き
、
落
し
穴
を
拒
て
、
…
行
家
厳
の
気
も

　
　
　
　
付
ず
追
っ
か
け
て
、
廊
下
の
落
し
穴
へ
足
踏
ん
ご
み
、
上
ら
ん
と
す
れ

　
　
　
　
共
、
下
よ
り
金
兵
衛
足
を
捉
へ
動
か
せ
ぬ
。
所
を
、
又
五
郎
正
宗
の
刀

　
　
　
　
に
て
、
行
家
を
た
“
一
ト
刀
に
切
殺
．
。

　
　
D
、
・
荒
井
金
兵
衛
、
廊
下
の
下
よ
り
行
家
が
足
を
引
て
働
か
せ
ぬ
。

　
　
　
　
・
行
家
廊
下
に
踏
ん
ご
み
、
又
五
郎
に
討
れ
、
無
念
が
る
。

　
　
E
、
．
又
五
郎
が
切
抜
き
し
落
し
穴
へ
落
て
殺
さ
る
・
ま
で
。
〔
嵐
文
五
郎

　
　
　
　
評
〕

　
　
　
　
．
廊
下
に
落
し
穴
を
椿
へ
、
行
家
を
殺
し
、
〔
浅
尾
為
十
郎
評
〕

　
〔
参
考
〕
F
、
清
水
千
右
衛
門
に
云
付
、
廊
下
を
切
抜
き
、
其
下
に
忍
ば
せ
、

　
　
　
　
　
…
落
し
穴
へ
踏
ん
ご
ま
せ
、
…
行
家
を
一
打
に
し
て
、
〔
山
本
銀

　
　
　
　
　
右
衛
門
評
〕

沢
井
又
五
郎
が
渡
辺
行
家
を
謀
殺
す
る
場
面
で
あ
る
。
又
五
郎
が
廊
下
を
切
抜

二

い
て
作
っ
た
落
し
穴
に
行
家
が
陥
り
、
殺
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
共
通
し
て
い
る

が
、
一
部
に
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
行
家
の
殺
害
方
法
が
、
台
帳
で
は
「
ぐ
し
ゃ
く
突
く
」
と
い
う
残
忍

な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
狂
言
読
本
で
は
「
た
“
一
ト
刀
に
切
殺
」
し
て
い

る
。
京
都
の
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
で
沢
井
又
五
郎
役
を
演
じ
た
山
本
銀
右
衛
門

評
に
も
、
＝
打
に
し
て
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
上
演
に
当
っ

て
台
帳
と
は
異
な
る
演
出
が
取
ら
れ
た
可
能
性
が
見
え
て
く
る
。

　
ま
た
、
廊
下
の
下
に
潜
ん
で
い
て
、
落
し
穴
に
落
ち
た
行
家
の
足
を
捉
え
て
動

か
さ
ず
、
又
五
郎
に
協
力
し
た
一
味
の
者
の
名
が
、
台
帳
で
は
「
清
水
仙
右
衛
門
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
狂
言
読
本
と
絵
づ
く
し
で
は
「
荒
井
金
兵
衛
」
と
な
っ
て
い

る
。
上
演
開
始
後
の
二
つ
の
資
料
に
見
ら
れ
る
「
荒
井
金
兵
衛
」
が
、
実
際
の
上

演
時
の
役
名
で
あ
ろ
う
。

〈
八
つ
目
、
般
若
坂
か
つ
た
い
村
〉

ウ
、
B
、
　
　
ト
稲
村
の
内
よ
り
、
又
五
郎
の
為
十
郎
（
又
五
郎
）
薬
屋
の
首
筋
つ
か
み

　
　
　
　
　
　
　
内
へ
引
込
、
芋
刺
し
に
殺
す
。
…

　
　
　
　
為
（
又
五
郎
）
　
毒
喰
わ
ば
皿
。
ま
一
度
役
に
立
て
こ
ま
そ
ふ
。

　
　
　
　
　
　
ト
為
十
郎
（
又
五
郎
）
薬
屋
の
死
骸
の
上
へ
馬
乗
り
に
な
り
、
面
の
皮
を

　
　
　
　
　
　
　
む
き
、
我
着
物
を
脱
ぎ
、
死
骸
に
着
せ
、

　
　
C
、
稲
村
の
蔭
へ
雨
宿
り
す
る
後
ろ
よ
り
、
両
手
を
出
し
俗
医
を
絞
め
殺
す
。



　
　
　
　
…
今
一
度
此
死
骸
を
役
に
立
て
ん
と
、
顔
の
皮
を
は
ぎ
我
が
衣
服
を
着

　
　
　
　
せ
、

　
　
D
、
・
又
五
郎
稲
村
蔭
に
忍
び
、
様
子
を
窺
ふ
。

　
　
　
　
・
顔
の
皮
は
ぎ
し
又
五
郎
が
死
骸
。

　
　
E
、
・
か
っ
た
い
村
に
て
俗
耳
を
絞
め
殺
し
て
…
、
死
骸
の
顔
の
皮
を
む
い

　
　
　
　
　
て
、
〔
浅
尾
為
十
郎
評
〕

　
〔
参
考
〕
F
、
郡
山
俗
医
者
と
成
、
…
途
中
に
て
雨
に
あ
ひ
雨
宿
り
し
て
、
又

　
　
　
　
　
五
郎
に
刺
し
殺
さ
れ
る
仕
内
。
〔
山
本
銀
右
衛
門
評
〕

　
沢
井
又
五
郎
は
、
た
ま
た
ま
俗
医
（
台
帳
で
は
「
薬
屋
」
と
呼
ん
で
い
る
）
が

相
好
の
変
わ
る
薬
と
そ
れ
を
回
復
さ
せ
る
薬
と
を
所
持
し
て
い
る
事
を
知
り
、
敵

と
し
て
自
分
を
付
け
狙
う
渡
辺
志
津
馬
た
ち
の
目
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
そ
の
薬
を

手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
は
浅
尾
為
十
郎
が
又
五
郎
と
俗
医
の
二
役
を
早
替

り
で
つ
と
め
る
た
め
、
大
道
具
の
稲
叢
が
利
用
さ
れ
る
が
、
狂
言
読
本
も
絵
づ
く

し
も
「
稲
村
」
に
触
れ
て
お
り
、
実
際
に
稲
叢
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
そ
の
後
で
又
五
郎
が
俗
医
の
顔
の
皮
を
剥
ぎ
、
自
ら
の
死
を
偽
装
す
る

こ
と
も
、
狂
言
読
本
・
絵
づ
く
し
・
評
判
記
に
共
通
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
狂

言
読
本
で
は
、
さ
ら
に
死
骸
に
又
五
郎
の
衣
服
を
着
せ
る
こ
と
も
記
述
さ
れ
て
い

て
、
台
帳
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
殺
害
方
法
に
は
相
違
が
見
ら
れ
、
台
帳
で
は
刺
し
殺
す
の
に
対
し
て
、

狂
言
読
本
と
評
判
記
で
は
絞
殺
に
な
っ
て
い
て
、
上
演
時
に
は
台
帳
と
は
異
な
る

歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際

演
出
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
三
例
か
ら
、
台
帳
の
内
容
が
忠
実
に
上
演
さ
れ
た
部
分
と
、
実
際
に
は

演
出
等
が
変
更
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
台
帳
だ
け
で
は
決
定
で

き
な
か
っ
た
上
演
の
実
際
が
、
上
演
開
始
後
に
出
た
関
係
資
料
に
よ
っ
て
判
明
す

る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
京
都
の
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
に
台
帳
と
共
通
す
る
事
項
が
多
い
こ
と

は
興
味
深
い
。
こ
の
こ
と
は
、
大
坂
の
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
の
好
評
を
見
届
け

た
上
で
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
が
企
図
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
『
伊
賀
越
乗
掛
合

羽
』
の
上
演
開
始
以
前
に
、
す
で
に
京
都
に
お
い
て
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
に
準

拠
し
た
狂
言
の
準
備
を
進
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

四
、
演
技
・
演
出
の
実
際

〈
四
つ
目
、
上
杉
館
＞

　
　
1
、
・
此
時
二
重
舞
台
よ
り
下
へ
下
り
て
の
せ
り
ふ
ゆ
へ
、
か
へ
っ
て
見
へ

　
　
　
　
　
も
悪
し
く
、
官
領
の
奥
方
な
れ
ば
、
や
は
り
上
に
居
て
、
伴
作
に
雛

　
　
　
　
　
の
古
事
を
言
ひ
聞
せ
ば
よ
い
に
、
…
豊
松
は
や
は
り
上
に
居
て
、
其

　
　
　
　
　
ま
・
の
仕
内
ゆ
へ
、
し
っ
と
り
と
し
て
良
ふ
ご
ざ
ん
す
。
（
F
、
藤

　
　
　
　
　
川
山
吾
評
）

　
藤
川
山
吾
は
京
都
の
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
で
管
領
の
奥
方
役
を
つ
と
め
た
。

三



歌
舞
伎
の
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料
と
上
演
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実
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文
中
の
「
豊
松
」
は
、
大
坂
の
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
で
山
吾
と
同
じ
役
を
つ
と

め
た
花
桐
豊
松
で
あ
る
。

　
こ
の
場
面
に
は
、
上
使
と
し
て
上
杉
家
の
館
に
や
っ
て
き
た
管
領
の
奥
方
が
、

雛
に
関
す
る
故
事
を
説
く
長
ぜ
り
ふ
が
あ
る
。
そ
れ
を
二
重
舞
台
か
ら
下
り
て
演

じ
た
京
都
の
藤
川
山
吾
よ
り
、
ず
っ
と
二
重
舞
台
の
上
で
演
じ
続
け
た
大
坂
の
花

桐
豊
松
の
方
が
見
栄
え
が
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
2
、
・
ト
舞
台
先
よ
り
一
面
に
塀
を
せ
り
上
げ
る
。
此
内
に
道
具
廻
る
。

　
　
　
　
　
　
造
り
物
、
洋
髪
寺
の
体
。
（
B
）

　
　
　
　
・
ト
せ
り
出
し
道
具
に
て
、
円
覚
寺
の
高
塀
出
る
。
黒
装
束
、
忍
び
出

　
　
　
　
　
　
立
の
侍
大
勢
、
旨
く
鉄
砲
持
ち
、
円
覚
寺
の
四
方
を
取
囲
み
、

　
　
　
　
　
　
云
合
を
し
て
向
ふ
へ
は
入
ル
。
ト
奇
塀
道
具
、
下
へ
せ
り
下
ル
。
ト

　
　
　
　
　
　
円
覚
寺
の
体
。
（
C
）

　
四
つ
目
、
上
杉
館
の
場
か
ら
、
五
つ
目
、
円
覚
寺
（
台
帳
で
は
栄
酵
母
）
の
場

へ
の
場
面
転
換
を
述
べ
て
い
る
。

　
台
帳
の
ト
書
き
で
は
、
塀
を
舞
台
の
前
面
に
せ
り
上
げ
て
、
そ
の
陰
で
廻
り
舞

台
に
よ
る
場
面
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
塀
の
始
末
な

ど
が
不
明
で
あ
る
。
狂
言
読
本
に
よ
れ
ば
、
塀
の
前
の
忍
び
の
侍
た
ち
の
演
技
で

繋
い
で
間
が
空
か
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の
後
塀
が
せ
り
下
げ
ら
れ
て
円
覚
寺
の
場

面
に
換
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

一
四

〈
五
つ
目
、
円
覚
寺
＞

　
　
3
、
・
真
中
に
為
十
郎
（
鳴
見
）
、
母
の
形
リ
に
て
長
刀
杖
に
突
き
、
片
手

　
　
　
　
　
に
数
珠
爪
繰
り
い
る
。
（
B
）

　
　
　
　
．
又
五
郎
母
、
白
髪
頭
に
婁
鉢
巻
、
白
装
束
に
て
長
刀
持
、
立
み
る
。

　
　
　
　
　
（
C
）

　
〔
参
考
〕
．
股
五
郎
が
母
鳴
竜
。
…
覚
悟
の
白
無
垢
白
ラ
柄
の
長
刀
、
爪
繰
る

　
　
　
　
　
数
珠
の
数
々
も
、
（
G
）

　
円
覚
寺
の
場
面
に
登
場
す
る
又
五
郎
の
母
鳴
見
の
扮
装
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部

分
で
あ
る
。
台
帳
で
は
「
母
の
形
リ
」
と
し
か
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
狂
言
読

本
に
「
白
髪
頭
に
婁
鉢
巻
、
白
装
束
」
と
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

上
演
時
に
鳴
見
が
決
死
の
覚
悟
の
死
装
束
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
参
考
に
掲
げ
た
浄
瑠
璃
本
文
で
も
、
鳴
見
は
「
覚
悟
の
白
無
垢
」
で
あ
り
、
台

帳
の
ト
書
き
通
り
に
数
珠
を
手
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
台
帳
の
ト
書
き
に

見
え
る
内
容
は
実
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
七
つ
目
、
木
辻
揚
屋
＞

　
　
4
、
・
文
七
・
次
郎
三
（
政
右
衛
門
・
林
左
衛
門
）
…
此
並
び
に
て
、
道

　
　
　
　
具
替
る
。
（
B
）

　
　
　
　
・
禿
共
手
を
叩
き
、
手
の
鳴
る
方
へ
く
と
浮
か
す
と
、
桜
田
林
左
衛

　
　
　
　
門
は
め
ん
な
い
千
鳥
の
騒
ぎ
。
（
C
）



　
　
　
　
・
桜
田
林
左
衛
門
、
め
な
い
千
鳥
に
て
ほ
た
ゆ
る
。
（
D
）

　
　
　
　
・
幕
明
の
出
端
に
、
大
坂
に
て
は
由
良
介
の
形
に
て
め
ん
な
い
千
鳥
に

　
　
　
　
　
て
出
ゆ
へ
、
大
分
見
へ
が
良
い
に
、
当
地
其
事
な
く
、
何
と
や
ら
お

　
　
　
　
　
か
し
み
が
薄
い
く
。
（
F
、
松
本
門
十
郎
評
）

　
〔
参
考
〕
・
手
の
鳴
ル
方
へ
。
く
。
捕
ま
よ
。
く
手
の
夕
方
へ
。
く
。

　
　
　
　
　
捕
ま
へ
て
酒
呑
そ
。
（
G
）

　
七
つ
目
、
木
辻
揚
屋
の
幕
開
き
の
部
分
で
あ
る
。
台
帳
で
は
、
政
右
衛
門
・
林

左
衛
門
以
下
大
勢
の
登
場
人
物
が
す
で
に
控
え
て
い
る
板
付
き
の
幕
開
き
に
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
狂
言
読
本
・
絵
づ
く
し
で
は
、
林
左
衛
門
は
め
ん
な
い
千

鳥
と
呼
ば
れ
る
目
隠
し
鬼
の
遊
び
を
し
な
が
ら
登
場
す
る
。

　
『
け
い
せ
い
宿
直
桜
』
の
松
本
友
十
郎
の
評
判
記
評
文
を
見
る
と
、
京
都
で
は

こ
の
や
り
方
を
踏
襲
し
な
か
っ
た
た
め
、
興
が
薄
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
大
坂
で
は
上
演
時
に
台
帳
に
記
さ
れ
た
板
付
き
の
幕
開
き
と
は
違
う
演

出
を
行
な
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
評
文
に
「
由
良
介
の
形
」

と
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
の
大
星
由
良
助
を
街
つ
た

演
出
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

　
浄
瑠
璃
に
は
め
ん
な
い
千
鳥
と
明
記
は
し
て
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
め
ん
な
い

千
鳥
を
し
て
い
る
行
文
が
あ
り
、
こ
の
演
出
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
、
5

・
鑓
の
穂
先
を
文
七
（
政
右
衛
門
）
両
手
に
て
拝
み
、
（
B
）

歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際

　
　
　
　
・
鑓
の
穂
先
を
両
手
に
合
掌
し
握
り
留
め
、
我
咽
へ
穂
先
を
当
て
置
き
、

　
　
　
　
　
（
C
）

　
　
　
　
・
つ
い
に
鑓
の
先
キ
を
合
掌
し
て
握
り
留
め
、
我
咽
に
当
て
・
、
鑓
の

　
　
　
　
　
奥
義
を
教
へ
（
E
、
中
山
文
七
評
）

　
〔
参
考
〕
・
ひ
ら
め
く
鑓
を
。
平
手
に
し
っ
か
り
、
（
G
）

　
唐
木
政
右
衛
門
が
主
君
誉
田
内
記
に
鑓
の
奥
義
を
伝
授
す
る
箇
所
で
あ
る
。
政

右
衛
門
は
主
君
の
突
き
付
け
た
鑓
を
無
言
で
拝
み
取
り
に
し
て
、
そ
れ
と
言
わ
ず

に
伝
授
を
果
た
す
。
台
帳
の
ト
書
き
で
は
、
拝
み
取
り
に
し
た
こ
と
し
か
書
か
れ

て
い
な
い
が
、
狂
言
読
本
と
評
判
記
に
は
、
政
右
衛
門
が
自
分
の
喉
元
で
握
り
留

め
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
五
つ
の
例
か
ら
、
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
上
演
さ
れ
た
時
の

『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
に
お
い
て
、
演
技
や
演
出
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
れ
ら
は
、
『
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
』
の
舞
台
面
を
想
像
す

る
上
で
、
貴
重
な
手
掛
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
五
、
小
説
（
読
本
）
か
ら
の
演
技
の
推
測

　
次
に
、
歌
舞
伎
の
直
接
資
料
で
は
な
い
近
世
の
小
説
一
読
本
1
か
ら
推
測
で
き

る
歌
舞
伎
の
演
技
の
一
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
曲
亭
馬
琴
の
読
本
『
南
総
里
見
子
犬
伝
』
の
次
の
例
は
、
浄
瑠
璃
「
仮
名
手
本

一
五



歌
舞
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上
演
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忠
臣
蔵
』
を
粉
本
と
し
て
書
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。
『
八
犬
伝
』
に
登
場
す
る
金

碗
大
輔
は
、
主
家
の
危
急
の
際
に
大
事
の
場
に
居
合
わ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
じ
、

猟
師
と
な
っ
て
帰
参
の
機
会
を
窺
っ
て
い
る
。
大
輔
の
こ
の
設
定
は
、
明
ら
か
に

『
忠
臣
蔵
』
の
早
の
勘
平
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
輔
は
、
里
見
家
に
仇
成
す
犬
の
八
房
を
撃
ち
留
め
る
が
、
そ
の
時
里
見
の
姫

君
伏
姫
も
負
傷
さ
せ
て
し
ま
う
。
驚
い
た
大
輔
は
、
慌
て
て
伏
姫
を
介
抱
す
る
。

一
方
、
『
忠
臣
蔵
』
の
勘
平
は
、
山
崎
街
道
で
猪
を
撃
つ
つ
も
り
で
、
誤
っ
て
旅

人
（
と
思
わ
れ
た
比
定
九
郎
）
を
撃
ち
倒
し
、
介
抱
す
る
。
双
方
の
次
の
部
分
を

比
較
さ
れ
た
い
（
原
本
の
表
記
は
適
宜
改
め
た
）
。

一
六

じ
た
り
と
思
へ
ど
く
ら
き
真
の
闇
。
誰
レ
人
成
ぞ
と
問
れ
も
せ
ず
。
ま
だ
息

あ
ら
ん
と
抱
起
せ
ば
手
に
当
孕
る
金
財
布
。
掴
で
見
れ
ば
四
五
十
両
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
第
五
）

　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
本
文
で
は
、
勘
平
の
う
ろ
た
え
る
有
様
や
介
抱
の
仕

方
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
に
移
入
さ
れ
た

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
で
は
、
勘
平
の
演
技
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
加
え
ら
れ
、

型
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
近
代
に
受
け
継
が
れ
た
五
段
目
の
勘
平

の
演
技
の
型
で
あ
る
。

ま
っ
て
つ
ぼ
う
　
　
ふ
り
あ
げ

且
鳥
銃
を
揮
揚
て
、
打
倒
し
た
る
八
房
を
、
な
ほ
撃
こ
と
五
六
十
、
骨
砕
け

　
　
　
　
　
ま
た
い
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
こ

皮
破
れ
て
、
復
甦
べ
う
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
完
爾
と
重
て
鳥
銃
投
捨
、
「
い
で

　
　
　
　
　
い
は
む
ろ

姫
上
を
。
」
と
石
室
の
ほ
と
り
ま
で
進
み
寄
り
、
と
見
れ
ば
亦
伏
姫
も
、
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ど
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ

倒
さ
れ
て
気
息
な
し
。
こ
れ
は
と
ば
か
り
骸
き
さ
わ
ぎ
て
、
抱
き
起
し
奉
り
、

ま
づ
き
ず
ぐ
ち
　
　
ひ
ら
き
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
て
ふ
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う

且
瘡
口
を
展
検
る
に
、
幸
に
し
て
疲
は
浅
か
り
。
周
章
き
懐
よ
り
、
薬
を
取

で
　
　
　
　
く
ち
の
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
び
い
け

出
て
、
口
中
に
沃
ぎ
入
れ
、
頻
り
に
単
管
奉
れ
ど
も
、
寸
口
の
脈
絶
果
て
、

み
の
う
ち

全
身
は
は
や
氷
の
如
し
。

　
　
　
　
（
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
第
十
三
回
、
引
用
は
岩
波
文
庫
に
よ
る
）

し
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
っ
さ
げ

猪
打
留
め
し
と
勘
平
は
。
鉄
砲
提
隻
か
し
こ
さ
ぐ
り
廻
り
て
扱
こ
そ
と
。

引
．
立
れ
ば
猪
に
は
あ
ら
ず
。
ヤ
ア
く
こ
り
や
人
じ
ゃ
な
む
三
宝
。
仕
損

倒
れ
て
い
る
善
九
郎
の
右
の
足
へ
錨
が
当
る
の
で
頷
き
、
裏
斜
に
な
っ
て
股

を
割
っ
て
、
山
刀
を
両
手
で
振
り
上
げ
、
定
九
郎
の
腹
の
辺
を
力
を
入
れ
て

三
つ
打
ち
、
改
め
て
正
面
を
向
き
、
…
騰
九
郎
の
足
の
先
へ
両
手
を
掛
け
、

指
に
触
っ
て
吃
驚
し
、
両
手
を
後
へ
軽
く
突
い
て
腰
を
落
し
た
驚
き
の
形
、

す
ぐ
体
を
起
し
て
定
九
郎
を
右
手
で
指
さ
し
、
「
コ
リ
ャ
人
」
と
云
っ
て
、

：
・
「
コ
レ
旅
人
、
く
」
と
、
呼
び
か
け
る
心
で
大
き
く
言
い
、
心
付
い
て

上
下
を
見
返
し
、
口
の
中
で
「
ト
、
ト
、
飛
ん
だ
事
を
し
た
」
と
云
っ
て
、

定
九
郎
の
体
を
両
手
で
探
り
、
「
ク
、
ク
、
薬
は
な
い
か
、
ク
、
ク
、
薬
は

：
：
－
」
と
こ
れ
も
口
の
中
で
言
い
な
が
ら
、
薬
を
探
す
心
で
懐
中
に
手
を
入

れ
、
何
か
あ
る
と
い
う
思
入
れ
で
、
財
布
を
引
出
し
、
両
手
へ
受
け
て
、
目



方
を
引
い
て
見
て
、
金
財
布
な
の
に
驚
き
、

　
　
　
　
（
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
『
芸
』
「
五
段
目
・
六
段
目
の
勘
平
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
用
は
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
㎜
に
よ
る
）

　
こ
の
型
に
は
、
倒
れ
て
い
る
獲
物
を
山
刀
で
打
つ
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
て
、
先

の
『
八
犬
伝
』
の
倒
れ
て
い
る
八
房
を
鉄
砲
で
打
つ
大
輔
の
描
写
に
よ
く
似
て
い

る
。
つ
ま
り
、
『
八
犬
伝
』
の
大
輔
の
描
写
に
は
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
『
忠
臣
蔵
』

の
勘
平
の
演
技
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
逆
に
、
当
時
の
勘
平
の
演
技
の
実
態
を
推
測
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
く
る
。

　
小
説
と
し
て
の
潤
色
を
割
り
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
せ
よ
、
小
説
に
も
ま

た
、
歌
舞
伎
の
演
技
や
演
出
を
推
測
す
る
た
め
の
手
掛
り
が
遺
さ
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

歌
舞
伎
の
資
料
と
上
演
の
実
際

一
七


